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3 2生涯学習センターだより

I N F O R M A T I O N

情
報
化
特
集

情
報
化
特
集

中小企業等の
ネットワーク化
中小企業等のネットワー
ク構築が容易になり、自
社内だけでなく、企業間
の連携にも利用できます。

公共施設の
遠隔利用
県や市町村等の公共施設
をネットワーク上で利用す
ることができるようになり
ます。

教育分野での
利用

医療・福祉分野
での利用
家庭から健康相談や介護相
談をしたり、病院間での情
報交換や映像中継が可能に
なります。

コミュニティ活動
での利用
生活時間の異なる地域住民同
士の意見交換や、緊急を要す
る場合に効果を発揮します。

岡山情報ハイウェイ構想とは、県が整備する高速回線
を、ケーブルテレビ網や公衆回線網、インターネットサ
ービスプロバイダなどと接続することにより、県下全体
でさまざまな情報を、安価で高速にやり取りできる環境
実現を目指したものです。いわば、情報の高速道路です。

岡山情岡山情報報ハハイイウウェェイイ

生涯学習情報の
発　信

I N F O R M A T I O N

世界中の情報を入手して、
授業に活用したり、小中学
校同士がテレビ電話で交流
することもできます。
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I N F O R M A T I O N

情
報
化
特
集

I N F O R M A T I O N

情
報
化
特
集

ＵＲＬ（アドレス）http://www.pal.pref.okayama.jp

※　一部、利用者登録をしないと見られない情報があります。

講座・イベント
文化財他

公民館・図書館
体育館・野外施設

公民館等を活動拠点
としている学習グル
ープ・サークル

岡山県生涯学習センター
所有の16ミリフィルム、
ビデオ教材約3300タイトル

県総合文化センター
の蔵書約30万冊

岡山県に関する
新聞記事の索引

県内市町村の面積、
人口等のデータ

※情報キヨスク端末：県庁、地方振興局にあります。

今まで県生涯学習センターへ直接つないで、ご覧いただいていた岡山県生涯学習情

報提供システム「ぱるネット岡山」が、10月初旬から岡山情報ハイウェイに接続となり、
インターネットからも生涯学習情報が検索できるようになります。

情報キヨスク端末からも簡単に
見ることができるようになります。

生涯学習情報
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I N F O R M A T I O N

情
報
化
特
集

生
涯
学
習
社
会
と
と
も
に
、
高
度
情
報

社
会
を
迎
え
、
利
用
者
が
よ
り
多
様
で
高

度
な
情
報
を
求
め
て
い
る
現
在
、
資
料
・

情
報
を
収
集
し
提
供
し
て
き
た
図
書
館
に

は
、
さ
ら
な
る
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
岡
山
情
報
ハ
イ
ウ
ェ

イ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
電
子

図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
会
を
結
成

し
、
民
間
の
企
業
と
と
も
に
平
成
八
年
度

か
ら
実
験
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

「
デ
ジ
タ
ル
岡
山
大
百
科
」
と
は
、
後

述
す
る
分
散
型
総
合
目
録
シ
ス
テ
ム
、
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
、
そ

の
ほ
か
の
サ
ー
ビ
ス
を
総
称
し
た
も
の
で

す
。
岡
山
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
整
備
、
充

実
に
よ
っ
て
、
県
民
の
方
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
使
え
る
環
境
な
ら
ば
、
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
「
デ
ジ
タ
ル
岡
山
大
百
科
」
を

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
る
の
で

す
。以

下
に
、
現
在
実
験
中
の
デ
ジ
タ
ル
岡

山
大
百
科
」
の
個
々
の
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

●
分
散
型
総
合
目
録
シ
ス
テ
ム

「
分
散
型
総
合
目
録
シ
ス
テ
ム
」
と
は
、

高
速
通
信
が
可
能
な
岡
山
情
報
ハ
イ
ウ
ェ

イ
を
利
用
し
て
、
県
内
の
複
数
図
書
館
に

分
散
し
た
蔵
書
目
録
デ
ー
タ
の
横
断
検
索

を
実
現
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
前
段
階
と

し
て
、
核
と
な
る
当
セ
ン
タ
ー
の
蔵
書
検

索
シ
ス
テ
ム
を
こ
の
十
月
か
ら
公
開
し
ま

す
。
家
庭
か
ら
の
図
書
館
資
料
検
索
は
、

県
民
の
方
が
も
っ
と
も
期
待
す
る
サ
ー
ビ

ス
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
現
在
急

ピ
ッ
チ
で
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

●
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
提
供
シ
ス
テ

ム
」
と
は
、
岡
山
県
の
歴
史
、
風
土
、
人

物
な
ど
に
つ
い
て
、
文
字
情
報
だ
け
で
な

く
、
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
を
活
用
し
て
画
像
、

音
声
と
い
っ
た
大
容
量
情
報
と
と
も
に
提

供
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
現
在
公
開
し
て

い
る
の
は
、
①
岡
山
の
交
通
網
、
行
政
区

画
な
ど
に
つ
い
て
そ
の
変
遷
を
地
図
で
示

し
た「
地
図
で
み
る
岡
山
の
う
つ
り
か
わ
り
」

②
岡
山
に
縁
の
あ
る
人
物
の
説
明
を
通
し

て
、
岡
山

の
一
面
を

浮
き
彫
り

に

す

る

「
岡
山
人

物
往
来
」

で
す
。
今

後
は
県
民

の

方

か

ら
も
情
報

を
提
供
し

て
い
た
だ
き
、
双
方
向
の
や
り
と
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

●
「
岡
山
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
」

の
電
子
配
布

当
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
を
電
子
化
し
、

紙
形
態
と
同
じ
感
覚
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
「
読
む
」
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

●
電
子
メ
ー
ル
を
使
っ
た
サ
ー
ビ
ス

電
子
メ
ー
ル
を
通
し
て
、
利
用
者
か
ら

質
問
を
受
け
付
け
た
り
、
回
答
を
提
供
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
（
こ
の
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
は
現
在
検
討
中
で
す
）。

●
当
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
公
開

現
在
、
図
書
館
部
門
で
は
新
着
図
書
案

内
、
お
す
す
め

図
書
の
案
内
や

リ
ン
ク
の
ペ
ー

ジ
な
ど
、
芸
術

文
化
部
門
で
は

各
種
催
し
物
や

作
品
募
集
情
報

を
公
開
し
て
い

ま
す
。

岡
山
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
が
整
備
さ
れ
、

こ
の
十
月
か
ら
は
県
立
高
等
学
校
へ
の
パ

ソ
コ
ン
配
備
が
な
さ
れ
る
な
ど
ハ
ー
ド
面

で
は
環
境
が
整
っ
て
き
て
い
ま
す
。
当
セ

ン
タ
ー
も
「
デ
ジ
タ
ル
岡
山
大
百
科
」
を

充
実
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ソ
フ
ト
面
で

県
民
の
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
・
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
当
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
（http://w

w
w
.libnet.gr.jp/

）
に
て
公

開
中
で
す
。
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

ご
意
見
や
ご
感
想
を
い
た
だ
け
れ
ば
我
々

職
員
も
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
参
考

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

（
メ
ー
ル
ア
ド
レ
スlibnet@

libnet.gr.jp

）
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I N F O R M A T I O N

情
報
化
特
集

倉
敷
市
は
平
成
五
年
三
月
に
「
倉
敷

市
地
域
情
報
化
基
本
計
画
」
を
作
成
し
、

生
涯
学
習
時
代
に
対
応
す
べ
く
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
と
地
域
活
性
化
を
目
指

し
、
地
域
情
報
化
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
ま
す
。

平
成
八
年
十
一
月
に
は
「
倉
敷
市
テ

レ
ト
ピ
ア
計
画
」
を
作
成
し
郵
政
省
が

提
唱
す
る
テ
レ
ト
ピ
ア
構
想
モ
デ
ル
都
市

に
も
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
倉
敷
市
地
域
サ
ー
ビ
ス
情
報
シ
ス
テ

ム
」（
愛
称
・
倉
敷
ネ
ッ
ト
）
は
①
生
涯

学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
②
公
共
施
設
案

内
予
約
シ
ス
テ
ム
③
行
政
情
報
提
供
シ
ス

テ
ム
④
図
書
館
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
⑤
文

化
施
設
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の
五
つ
の
シ

ス
テ
ム
を
そ
れ
ぞ
れ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結

ん
で
総
合
的
・
一
元
的
に
提
供
し
て
い
く

シ
ス
テ
ム
の
総
称
で
す
。

倉
敷
ネ
ッ
ト
の
開
発
の
初
年
度
と
し

て
、
平
成
九
年
度
に
①
の
倉
敷
市
生
涯

学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、

本
年
六
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
利
用
者
開
放

端
末
機
（
ラ
イ
フ
パ
ー
ク
倉
敷
、
倉

話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
利
用
者
開
放

端
末
機
を
利
用
し
て
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で

す
。今

年
度
は
市
の
ス
ポ
ー
ツ
関
係
な
ど
、

公
共
施
設
案
内
の
予
約
シ
ス
テ
ム
の
開
発

を
す
す
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
か
に

も
平
成
十
二
年
度
ま
で
に
、
残
る
シ
ス

テ
ム
構
築
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

『
倉
敷
ネ
ッ
ト
』
は
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か

り
で
ま
だ
未
成
熟
な
部
分
も
多
く
、
よ
り

一
層
の
充
実
を
図
り
生
涯
学
習
の
振
興
に

大
い
に
役
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

敷
・
水
島
・
児
島
・
玉
島
の
各
基
幹
公
民

館
へ
設
置
）
を
利
用
し
て
、
ラ
イ
フ
パ

ー
ク
倉
敷
や
各
公
民
館
の
施
設
案
内
や
講

座
・
講
演
案
内
な
ど
の
情
報
提
供
を
す
る

ほ
か
、
利
用
者
登
録
を
す
る
こ
と
に
よ

り
講
座
募
集
・
講
座
申
し
込
み
受
付
も
電

倉敷ネットの
イメージキャラクター

「くららちゃん」倉敷ネットホームページhttp://area.city.kurashiki.okayama.jp/cgi-bin/indexturn

FD

図書館グループ�

地区図書館�

文化施設グループ�

倉敷ネット�
情報センター�

文化センター�

行政情報提供グループ�

倉敷市庁舎�

金融機関�

�

市民会館�

ライフパーク倉敷グループ�

ライフパーク倉敷�

公民館�

スポーツ施設グループ�

運動広場・運動公園�

ライフパーク倉敷�
図書室�

中央図書館�

スポーツ振興事業団�
パソコン通信�

各
家
庭�

芸文館�

文化交流会館�

便利帳�

CATV 網�
NTT網等�CATV 網�

NTT網等�
インターネット�
プロバイダ�

地域サービス情報システムの全体イメージ
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VOICES

セ
ン
タ
ー
利
用
者
の
声
、
報
告

交
流
棟
展
示
ス
ペ
ー
ス・
交
流
ロ
ビ
ー
利
用
者
の
声

全
国
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
等
職
員
研
究
協
議
会
開
催
さ
れ
る

展
示
ス
ペ
ー
ス
・
交
流
ロ
ビ
ー
は
、

学
習
成
果
発
表
の
場
と
し
て
多
く
の
皆
様

に
ご
利
用
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
利
用
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
・
団
体

の
中
か
ら
二
名
の
方
に
ご
感
想
を
寄
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

岡
崎
久
美
子
さ
ん
（
五
月
二
十
一
日
〜

三
十
一
日：

「
パ
ン
の
花
エ
マ
・
フ
ロ

ー
ル
展
」）

広
く
て
と
て
も
素
敵
な
展
示
場
で
、

照
明
設
備
も
充
実
し
て
い
て
、
お
か
げ

で
、
作
品
の
見
栄
え
が
よ
く
な
り
ま
し

た
。「
ゆ
っ
た
り
し
た
気
持
ち
で
鑑
賞
す

る
こ
と
が
で
き
た
。」
と
言
わ
れ
た
方
が

多
く
、
夜
九
時
ま
で
利
用
で
き
、
夜
に

再
度
来
ら
れ
た
方
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。
次
回
の
展
示
に
向
け
て
、

作
品
づ
く
り
の
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

角
谷
雅
一
さ
ん
（
七
月
五
日
「
大
阪
ハ

イ
ド
ン
室
内
合
奏
団
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」）

今
年
３
月
に
「
ア
マ
ン
ト
ベ
ー
ネ
」

の
メ
ン
バ
ー
の
一
員
と
し
て
演
奏
し
た
の

が
き
っ
か
け
で
、
今
回
は
大
阪
の
仲
間

に
も
声
を
か
け
、
利
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
交
流
ロ
ビ
ー
の
音
の
反
響

が
よ
く
、
ホ
ー
ル
の
よ
う
な
響
き
で
、

気
持
ち
よ
く
演
奏
が
で
き
ま
し
た
。
ど

の
程
度
来
場
者
が
こ
ら
れ
る
か
不
安
で
し

た
が
、
事
前
に
自
前
で
作
っ
た
案
内
ビ

ラ
を
掲
示
し
て
い
た
だ
き
、
百
名
近
い

方
の
前
で
演
奏
で
き
、
満
足
で
き
ま
し

た
。

当
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
九
月

二
十
四
日
か
ら
二
十
六
日
の
三
日
間
、

全
国
各
地
、
並
び
に
県
内
の
関
係
者
約

百
二
十
名
の
参
加
を
得
て
、
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
は
、
講
演
と
し
て
文
部
省
生
涯

学
習
局
社
会
教
育
課
長
に
よ
る
生
涯
学
習

に
お
け
る
今
後
の
施
策
の
動
向
に
つ
い
て

の
説
明
、
特
別
講
義
で
は
「
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
意
義
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
生
涯
学
習
に
お
け
る
Ｐ
Ｒ
活
動
の
果
た

す
役
割
に
つ
い
て
の
講
義
が
あ
り
ま
し

た
。二

日
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
学

習
成
果
の
活
用
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
」

の
テ
ー
マ
に
沿
い
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
岡
山
大

学
の
田
中
宏

二
教
授
の
進

行
に
よ
り
、

各
シ
ン
ポ
ジ

ス
ト
が
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場

で
事
例
発
表

や
問
題
提
起

を
行
い
、
熱

の
こ
も
っ
た
雰
囲
気
の
中
で
討
議
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
午
後
か
ら
の
分
科
会
で

は
「
研
修
事
業
」
・
「
学
習
機
会
」
・
「
調

査
・
研
究
」
を
主
な
テ
ー
マ
に
先
進
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
話
題
が
提
供
さ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
に
よ
る
質
疑
応
答
に

よ
り
内
容
は
さ
ら
に
具
体
的
な
も
の
に
な

り
、
現
場
に
生
か
せ
る
研
究
討
議
の
場

と
な
り
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
倉
敷
に
出
向
き
、
倉

敷
地
区
ウ
エ
ル
カ
ム
観
光
ガ
イ
ド
の
方
に

よ
る
現
地
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
現

在
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
内
容
を
中
心

と
し
た
社
会
参
加
と
自
己
実
現
に
つ
い
て

の
講
義
を
受
け
た
後
、
実
際
に
観
光
ガ

イ
ド
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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I N F O R M A T I O N

お
知
ら
せ

ところ／岡山県生涯学習センター�

　　　  視聴覚室（情報・創作棟１階）�

定   員／各72名（席数の関係上、先着順となります。）�

入場無料（申込不要）�

開催日�
�

9/26�
（土）�
�

10/24�
（土）�

11/28�
（土）�
�
�

12/26�
（土）�
�
�

�

1/23�
（土）�

　　　 上　映　作　品�

ギリシャ・エーゲ海�

忍たま乱太郎パートⅡ �

ジャングル大帝－自然－�

オペラ「魔笛」�

�

黄金の落日-画家ルノアールの生涯�

ムーミン（おじさんは手品師）�

ハロウィンの大冒険�

忍たま乱太郎 �
ミッキーマウスのメリークリスマス�
雪渡り�
＊子供映画会を兼ねる�
�

�

ﾃﾞｨｼﾞｮﾈｯﾄ、ﾊﾝｺｯｸ、ﾎﾗﾝﾄﾞ、�
ﾒｾﾆｰ/ｲﾝ･ｺﾝｻｰﾄ（ｼﾞｬｽﾞ）　�

分野�

紀行�

アニメ�

アニメ�

音楽�

�

美術�

アニメ�

アニメ�

アニメ�
アニメ�
アニメ�

�

�

�
音楽�

　�

（33分）�

（24分）�

（24分）�

（約3時間）�

�

（30分）�

（25分）�

（24分）�

（45分）�
（26分）�
（25分）�

�

�

�
（60分）�

時　　間�

13：30～15：00�

�

�

13：30～16：30�

�

13：30～15：00�

�

�

1回目�

10：00～11：45�

�

2回目�
13：00～15：45�

13：30～14：30

後 期�

「高齢者社会参加セミナー」参加者募集�
高齢者の学習活動を通した社会参加を推進するために、おかやま長寿学園修了者の企画・運営による�
セミナーを開催します。どなたでも参加できます。概要は次のとおりです。�

☆  どの会場でもお申込みいただけます。（定員：各会場４０名程度）�
☆  会場ごとに傷害保険料１００円が必要です。�
☆  申込み締切： 各会場の開催日の１週間前まで    

日
時�

内
　
容�

会
場�

第  １  回�

�

10月８日��
10:45～15:00�

�

講　義�
「急性疾患のセルフケアー�

いざというときの心の準備」�

映画上映「宇宙劇場」�
埋蔵文化財センター見学�
�
ライフパーク倉敷�
（「宇宙劇場」�
一般入場料:500円�
65歳以上:無料）　�

第  ２  回�

�

10月29日��
10:30～14:45�

�

講　義�
「介護保険を上手に�

使うために（仮題）」�

講　義�
「山中一揆に学ぶ」�

�

高梁文化交流館�

受講料：無料�

第  ３  回�

�

11月17日��
10:45～15:00�

�

講　義�
「日本の伝統音楽�

（邦楽）への誘い」�

講義・鑑賞�
「美術鑑賞」�

�

津山文化センター�

受講料：無料�

第  ４  回�

�

11月２６日��
10:30～14:30�

�

講　義�
「一橋慶喜と�

松平慶永の政権」�

講　義�
「古典世界に遊ぶ」�

�

県生涯学習センター�

受講料：無料　�

日　時／平成10年12月26日（土）�
　　　   第１回目10：00～　第２回目13：00～�
ところ／岡山県生涯学習センター�
　　　   視聴覚室（情報・創作棟１階）�
定   員／各72名（席数の関係上、先着順となります。）�

入場無料（申込不要）�

子供映画会�

忍たま乱太郎�
（45分）�

ミッキーマウスのメリークリスマス�
（26分）�
雪渡り�
（25分）�
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わ
が
ま
ち
の
生
涯
学
習

笑って躍動　はばたくAKASAKA
自
ら
が
、
未
知
の
世
界
、
手
本
の
な
い
世

界
で
、
少
し
で
も
人
間
ら
し
く
、
自
然
に
、

脅
か
さ
れ
る
事
な
く
、
よ
り
充
実
し
た
人
生

を
送
る
事
が
で
き
る
。
そ
れ
が
、
生
涯
学
習

社
会
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
し
た
中

で
、
Ｈ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ
　
Ｒ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｓ
を
生
か

し
、
情
報
提
供
と
情
報
の
共
有
、
そ
し
て
情

報
の
活
用
を
目
標
に
、
赤
坂
町
で
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
を
媒
体
と
し
て
学
習
支

援
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
詳
細
は

http://w
w
w
.tow
n.akasaka.okayam

a.jp/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
こ
の
情
報
を
有
効
に
活
用
す
る

「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
な
生
涯
学
習
」
で
す
が
、

赤
坂
町
振
興
計
画
の
中
で
は
、
情
報
・
通
信

網
の
整
備
・
充
実
の
項
目
で
、
次
の
よ
う
に

定
義
付
け
、
平
成
５
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

「
経
済
の
サ
ー
ビ
ス
化
、
ソ
フ
ト
化
の
進

展
、
価
値
観
の
多
様
化
の
進
展
な
ど
か
ら
、

産
業
面
、
生
活
面
、
行
政
面
で
の
情
報
の
持

つ
価
値
が
高
ま
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
進
展

す
る
高
度
情
報
化
社
会
の
持
つ
利
点
を
有
効

に
活
用
し
、
産
業
の
活
性
化
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
高
度
化
を
推
進
し
、
産
業
経
済
活
動
の

情
報
を
活
用
し
、
住
民
生
活
の
向
上
に
資
す

る
よ
う
、
地
域
間
情
報
（
公
共
施
設
の
情
報

化
と
そ
の
活
用
に
よ
る
行
政
と
住
民
、
住
民

間
の
情
報
交
流
な
ど
）
の
充
実
と
そ
の
活
用

を
図
る
た
め
、
各
種
情
報
網
の
整
備
・
充
実

を
推
進
す
る
。
ま
た
、
こ
の
様
な
社
会
情
勢

に
対
応
し
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
と
の
連

携
に
努
め
る
。」

こ
の
中
で
、
社
会
教
育
分
野
に
お
け
る
情

報
提
供
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

公
的
社
会
教
育
分
野
の
事
業
は
そ
の
中
心

部
分
を
、
赤
坂
町
中
央
公
民
館
で
主
催
事
業

と
し
て
実
施
し
、
地
域
活
動
の
分
野
は
、
石

相
・
軽
部
・
笹
岡
の
分
館
（
団
体
）
活
動
で

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

の
活
動
は
赤
坂
町
体
育
協
会
を
中
心
に
自
主

的
活
動
と
し
て
推
進
し
、
活
動
の
底
辺
拡
大

と
、
個
々
の
技
能
向
上
を
目
標
に
支
援
を
し

て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
分
野
に
つ
い
て
は
、

事
務
が
未
分
化
の
た
め
、
教
育
委
員
会
事
務

局
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係
を
中
心
に
推
進

し
て
い
ま
す
。
ど
の
分
野
に
お
い
て
も
生
涯

学
習
の
観
点
に
た
っ
て
、
関
連
部
署
と
の
連

携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
公
民
館
活
動
（
主
催
事

業
・
公
民
館
グ
ル
ー
プ
活
動
）
の
情
報
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
町
広
報
紙
・
公
民
館
講
座

案
内
、
申
込
者
に
は
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
等

で
提
供
し
て
い
ま
す
。
特
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
は
事
業
が
済
み
次
第
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

レ
ポ
ー
ト
す
る
な
ど
、
情
報
の
共
有
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
、

http://w
w
w
.tow
n.akasaka.okayam

a.jp/̃kou

m
in/

で
す
。

今
後
は
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
な
学
習
の
充
実

を
目
指
し
、
情
報
の
収
集
と
情
報
の
提
供
と

い
っ
た
互
い
に
個
及
び
集
団
の
学
習
意
欲
が

高
ま
る
支
援
活
動
の
推
進
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

赤坂町公民館ホームページ

太鼓打ち教室
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わ
が
ま
ち
の
生
涯
学
習

山
の
桜
を
散
ら
し
て
角
を
磨
き
け
む

深
山
の
尾
根
を
鹿
は
行
き
つ
つ

三
浦
知
恵
子
（
豊
中
市
）

ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
足
を
さ
く
ら
に
休
め
け
り

藤
原
照
明
（
瀬
戸
町
）

蒼
穹
夢
幻
さ
く
ら
舞
う
舞
う
風
の
中

武
村
一
美
（
落
合
町
）

平
成
十
年
三
月
、
旭
町
文
化
会
館
の
開
館

一
周
年
を
記
念
し
て
、
さ
く
ら
を
テ
ー
マ
に

し
た
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
を
募
集
し
ま
し
た
。

右
掲
は
、
各
部
門
の
大
賞
作
品
で
す
。

募
集
期
間
が
短
く
十
分
な
広
報
が
で
き
な

か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
聞
報
道
と
愛

好
家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
、
県
内
五

十
二
市
町
村
か
ら
、
一
部
に
は
東
京
、
千
葉
、

広
島
な
ど
六
都
府
県
か
ら
、
約
五
百
五
十
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

旭
町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
桜
と
湖
の

町
。
そ
こ
か
ら
テ
ー
マ
を
桜
と
し
た
の
で
す

が
、
応
募
作
品
に
、
改
め
て
日
本
人
の
桜
へ

の
想
い
の
深
さ
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
望
郷
、

愛
、
人
生
の
岐
路
、
出
会
い
と
別
れ
、
さ
ま

ざ
ま
な
出
来
事
や
心
の
動
き
が
桜
と
結
び
付

い
て
い
る
の
で
す
。

父
母
眠
る
山
あ
い
の
里
花
吹
雪

北

朝
義
（
倉
敷
市
）

出
陣
の
日
を
告
げ
ら
れ
て
城
山
の
櫻
の

花
を
見
つ
つ
別
れ
き

向

好
恵
（
矢
掛
町
）

栄
転
も
左
遷
も
あ
り
て
花
の
宴

村
野
一
典
（
岡
山
市
）

ふ
る
里
を
去
り
ゆ
く
友
ら
も
植
ゑ
し

な
り
ダ
ム
湖
を
め
ぐ
り
桜
ぞ
咲
け
り

藤
原
北
湖
（
旭
町
）

桜
湯
に
浮
か
ぶ
未
来
と
思
い
出
と

難
波
賢
子
（
総
社
市
）

四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
旭
町
文
化
会

館
の
特
別
展
示
室
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
優
秀
作

品
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
大
賞
、
準
大
賞
作

品
計
九
点
は
掛
け
軸
に
、
さ
く
ら
賞
作
品
三

十
点
は
短
冊
に
仕
立
て
て
展
示
し
ま
し
た
。

応
募
者
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
愛
好
家
が
訪

れ
ま
し
た
。

盲
目
の
歌
人
、
谷
川
秋
夫
さ
ん
と
の
交
流

も
始
ま
り
ま
し
た
。

応
募
者
全
員
に
賞
状
と
全
応
募
作
品
を
掲

載
し
た
作
品
集
を
、
ま
た
、
大
賞
、
準
大
賞
、

さ
く
ら
賞
入
賞
者
に
は
、
優
秀
作
品
展
で
展

示
し
た
掛
け
軸
や
短
冊
を
副
賞
と
し
て
贈
り

ま
し
た
。
準
大
賞
と
な
っ
た
谷
川
さ
ん
に
も

賞
状
、
作
品
集
、
掛
け
軸
を
届
け
ま
し
た
が
、 旭町ホームページ http://wta.lucksnet.or.jp/asahi/

旭町『さくらのうた』募集

谷
川
さ
ん
に
は
ど
れ
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
後
に
な
っ
て
谷
川
さ
ん
が
盲
目
で
あ

る
こ
と
を
知
り
、
作
品
集
の
朗
読
に
町
の
紹

介
を
添
え
た
録
音
テ
ー
プ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
し
た
。
こ
の
音
の
歌
集
は
新
聞
で
も
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

『
さ
く
ら
の
う
た
』
は
、
短
歌
、
俳
句
、

川
柳
と
い
っ
た
短
詩
型
文
学
の
作
品
発
表
の

場
と
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
作
品
展
開
催
、

作
品
集
発
行
な
ど
を
通
し
て
、
人
と
人
、
旭

町
と
他
の
地
域
と
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。「

旭
町
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
」「
今
度
、

旭
町
を
訪
問
し
ま
す
」「『
さ
く
ら
の
う
た
』

が
き
っ
か
け
で
○
○
さ
ん
と
知
り
合
い
に
な

り
ま
し
た
」「
副
賞
の
短
冊
を
毎
日
な
が
め

て
い
ま
す
」

桜
の
季
節
が
終
わ
っ
て
数
カ
月
が
過
ぎ
た

今
も
、『
さ
く
ら
の
う
た
』
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
、
手
紙
、
電
話
、
新
聞
へ
の
投
稿
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
、
応
募
者
か
ら
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

音
の
歌
集
を
何
回
も
聞
き
、
心
遣
い
に
胸

が
熱
く
な
っ
た
と
い
う
谷
川
さ
ん
か
ら
も
新

し
い
歌
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

旭
川
ダ
ム
の
堤
の
真
盛
り
の
桜
並
木
が

見
え
て
く
る
か
な

谷
川
秋
夫
（
邑
久
町
）



岡山県生涯学習センター�
〒700-0016　岡山市伊島町3-1-1　　TEL.086-251-9750（代表）　FAX.086-251-9757　　　平成１０年１０月発行� �

編集発行�

お
知
ら
せ�

県民学習講座（文化講演会）の開催について�
  岡山県生涯学習センターでは、県民の皆さんを対象に、国内の著名人（未定）を招いて、県民学習講座（文化講演会）を開催します。�
・ 日 時…平成１１年２月２１日（日）１３：３０～１５：３０（予定）　・会場…岡山県生涯学習センター  ホール�
・ 定員…５００名     ・入場料‥無料      ・申し込み方法‥後日御案内します。�

お
知
ら
せ

I N F O R M A T I O N

岡山県総合�
グラウンド�

京山中学校�

至津山市�

至総社市�

岡山武道館�

岡山大学�

体育館�
伊島小学校�

西税務署�

旧西警察署�

岡山工業高校�

済生会病院�国道180号線�

国道53号線�

池田動物園�

OSK

岡山県�
生涯学習センター�

岡山駅�

■  ＪＲ岡山駅西口から約５分 ■ 山陽自動車道岡山ＩＣから約１０分�

■ 定期バス　ＪＲ岡山駅バスターミナルから京山・池田動物園行き　　　       �
  （岡電バス）  児童会館前下車（所要時間約１５分）�

交 通 案 内 図�

問い合わせ先�
・講　座�
　（086）251－9751（振興課直通）�
・教材・機器等の利用�
　（086）251－9752（情報課直通）�
・学習相談�
　（086）251－9750（代表）�
　　（学習相談とおっしゃってください）�

・施設利用�
　（086）251－9750（代表）�

車�
�
バス�

これからパソコンを始めようという人を対象に、初級パソコン講座後期分（4種5回）を
開催します。�

�「Power-Point」の基礎（11月24日、25日）
�年賀状の作成（12月1日、2日）�

�年賀状の作成（12月6日）�

�「Excel」の基礎（12月8日）�
�インターネット体験（12月12日）

�

�

�

内容�

－平成10年度後期－�

初心者限定�

参加費　無　料（ただし資料代として500円徴収します）�
会　場　岡山県生涯学習センター  パソコン教室（情報・創作棟４階）�
定　員　各回20人（応募者多数の場合は抽選となります）�
※所定の用紙にて11月10日（火）までにお申し込みください。�
※お問い合わせ先�
　　　　岡山県生涯学習センター　情報課　　
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　各講座とも定員は�
20名、応募者多数
の場合は抽選となり
ます。�
　受講料は資料代と
して￥500が必要
です。�

講座の時間は、�
第1回、第2回、第4回が�
18:30～20:30�
第３回と第５回が�
10:00～15:00　です。�

◎主催　　 岡山県生涯学習センター　�
◎会場　　 岡山県生涯学習センター　 パソコン教室（情報・創作棟4Ｆ）�

平成10年度  初級パソコン講座（後期）申込み用紙　※１講座につき１枚の申込用紙を作成してください�

申込〆切は、�
11月10日（火）必着です！�

パ
ソ
コ
ン
を
習
い
た
い�

初
心
者
向
け�

�
　
　  

が
い
い
な�

時
間
も
あ
ま
り�

�

　
　
　
　
な
い
し
な�

第1回　11月24日（火）＆25日（水）�

第2回　12月1日（火）＆2日（水）�

第3回　12月6日（日）　�

第4回　12月8日（火）＆9日（水）�

第5回　12月12日（土）　�

�

�

�

・「Microsoft Power-Point」でプレゼンテーション

・年賀状の作成

・年賀状の作成

・表計算ソフト「Microsoft Excel」の基礎

・インターネット体験

＊各回ともはじめに
　Windowsの基礎を
　学びます。

　　　　　　－申込先－�
�〒７００-００１６　岡山市伊島町３－１－１�
�岡山県生涯学習センター情報課　宛�
�＊電話での申し込みは受け付けていません。�

きりとりせん�

氏　　　名�

現　住　所�

受講希望日�

ふりがな� 年　　　齢�

歳�

性　　　別�

男　・　女�

〒�

TEL 　　　　　　   (    　　　　　　  )

第（　　　　　　 　　）回　　　　　　　月　　　　　 　日�

ー平成10年度　後期ー�

こんな予定�
なんだって�さぁ、あなたもこの講座に�

参加してパソコンの入門編�
を体験してみませんか？�

岡山県生涯学習センターでは、�
１講座４時間でパソコンの入門的な�
講座を行います。�

そ
の
講
座
は
、�

ど
ん
な
内
容
？�

下の申込用紙に必要事項を記入�
して、住所・氏名を記入した返信�
用封筒に８０円切手を貼ったもの�
を添えて申し込んでください。�
（複数講座の申込可！）�
（返信用封筒は１通でＯＫ！）�

…………。�

CHECK!
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